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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次  
第66期
第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間  
自平成23年４月１日

至平成23年９月30日

自平成24年４月１日

至平成24年９月30日

自平成23年４月１日

至平成24年３月31日

売上高 (百万円) 20,387 19,819 42,002

経常損失（△） (百万円) △257 △466 △860

四半期（当期）純損失（△） (百万円) △274 △738 △894

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △347 △712 △844

純資産額 (百万円) 4,714 3,503 4,217

総資産額 (百万円) 35,236 31,641 35,465

１株当たり四半期（当期）純損

失金額（△）
(円) △2.62 △7.05 △8.53

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 13.4 11.1 11.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △1,330 △4,276 2,212

投資活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) 36 753 20

財務活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △39 △1,755 △1,123

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
(百万円) 9,456 6,623 11,901
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回次  
第66期
第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間  
自平成23年７月１日

至平成23年９月30日

自平成24年７月１日

至平成24年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） (円) △0.84 △4.60

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容

について、重要な変更はありません。

なお、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

当社グループの事業の効率化を図るため、当社連結子会社のＤＡＩＭアメニティ株式会社とテクノ

ワークス株式会社は、平成24年４月１日付で合併し、合併後の商号はテクノワークス株式会社となっ

ております。また、当社連結子会社の株式会社ＤＡＩＭ及び非連結子会社のダイスエ開発株式会社は、

平成24年３月31日付で解散し、平成24年９月21日に清算手続きが結了しております。
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第２【事業の状況】
　（注）「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

１【事業等のリスク】

当社グループの事業展開に影響を及ぼす可能性のあるリスクについては、建設業の特性である工事

の着工から完成引渡しまでの期間が長いという事情があり、以下の項目を認識しております。

なお、以下の項目には将来に関する事項が含まれておりますが、当四半期連結会計期間の末日現在

において判断したものであります。

 

（１）事業環境の変化に伴うリスク

住宅市場動向、公共投資の大幅な変動があった場合、業績等に影響を及ぼす可能性があります。

当社グループは、住宅需要の低迷や公共投資の減少による影響を受け、近年は受注、売上とも大幅

に減少しておりますが、これらの経営環境の変動に対応すべく、平成21年度に早期退職優遇制度の

適用により、不採算事業・不採算拠点の縮小・撤退を行い、人員を売上規模に見合うよう適正化を

図ってまいりました。しかしながら、東日本大震災の影響による資材価格の高騰、復旧・復興工事に

よる需要増からの労務者不足並びにそれに伴う労務単価の急騰からコスト及び工期にまで、想定を

上回る影響が及んだことにより、前連結会計年度は大幅な工事採算の悪化となりました。

こうした環境変化に対応し、本店制への変更を含めた組織の強化により、機動力・即応力を高め、

事業部ごとに設置されていた工事施工部門を東京・大阪の２本店に集約するなど、コスト削減を徹

底して図る体制といたしました。既に東日本大震災の影響による資材・労務単価の急騰は一段落し

たものの、当面労務単価の高止まりは続くものと予想され、引き続き採算面を重視した受注体制を

より一層強化してまいります。

当社グループの受注高・売上高の推移                                 （単位：百万円）

 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

受注高 52,205 45,361 41,785 38,826

売上高 65,363 54,017 49,050 42,002

 

（２）資材価格の変動に伴うリスク

労務賃金、原材料等の価格が高騰した場合、業績等に影響を及ぼす可能性があります。

当社グループは、平成23年度を初年度とする新中期経営計画「チェンジ＆チャレンジ  ２０１

１」を策定し、価格競争力を抜本的に強化することにより、資材価格の高騰の影響を最小限にする

体制づくりに取り組んでおります。

 

（３）取引先の信用リスク

工事代金を受領する前に取引先が信用不安等に陥った場合、業績等に影響を及ぼす可能性があり

ます。

 

（４）金利水準等の変動リスク

予期せぬ経済情勢の変化により金利が急激に上昇した場合、または、株価が大幅に下落した場合、

業績等に影響を及ぼす可能性があります。

 

（５）災害発生に伴うリスク

施工中に天候等の原因により予期せぬ災害が発生した場合、業績等に影響を及ぼす可能性があり

ます。

 

（６）瑕疵担保リスク

設計、施工等において重大な瑕疵が発生し、瑕疵担保責任による損害賠償が発生した場合、業績等

に影響を及ぼす可能性があります。
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（７）法的規制リスク

当社グループの事業は、建設業法、建築基準法、宅地建物取引業法、都市計画法、会社法、金融商品

取引法、独占禁止法等による法的規制を受けておりますが、これらの法律の改廃、法的規制の新設、

適用基準の変更等がなされた場合、業績等に影響を及ぼす可能性があります。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、該当事項はありません。

なお、当社は平成24年10月31日に株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行とコミットメントライン契約を締結

しております。詳細につきましては、「第４  経理の状況  １  四半期連結財務諸表  （重要な後発

事象）」をご参照ください。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要や個人消費の持

ち直しが見られたものの、深刻な欧州債務問題、中国をはじめとする新興国の経済成長の鈍化、

円高・株安など先行き不透明な状況で推移いたしました。

この間、当建設業界におきましては、復興に伴う公共事業の増加や住宅投資に若干の持ち直し

が見られた一方、熾烈な受注競争に加え、労務単価の上昇など、依然厳しい状況が続いておりま

す。

このような状況のなか、当社グループは新中期経営計画「チェンジ＆チャレンジ  ２０１

１」のもと、安定成長・収益向上を目指して積極果敢な営業活動を展開いたしました結果、当第

２四半期連結累計期間の当社グループの受注高は、前年同期比21.8％増の21,084百万円となり

ました。しかしながら、売上高は前期からの繰越工事の減少等により、前年同期比2.8％減の

19,819百万円、利益面につきましては、営業損失が404百万円（前年同期は169百万円の営業損

失）、経常損失が466百万円（前年同期は257百万円の経常損失）となり、四半期純損失は投資有

価証券評価損が256百万円発生したこと等により、738百万円（前年同期は274百万円の四半期純

損失）となりました。

 

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、「受取手形・完成工事未収入金等」が増加したも

のの、「現金預金」が減少したことなどにより、前連結会計年度末比3,824百万円減の31,641百

万円となりました。

負債合計は、「支払手形・工事未払金等」「短期借入金」が減少したことなどにより、前連結

会計年度末比3,110百万円減の28,137百万円となりました。

純資産合計は、「四半期純損失」738百万円を計上したことなどにより、前連結会計年度末比

713百万円減の3,503百万円となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のと

おりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、貸倒引当金が減少、売上債権が増加したことなどによ

り、4,276百万円の資金の減少（前第２四半期連結累計期間は1,330百万円の資金の減少）となり

ました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入が増加したことなどにより、

753百万円の資金の増加（前第２四半期連結累計期間は36百万円の資金の増加）となりました。

また、財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金が減少したことなどにより、1,755百万

円の資金の減少（前第２四半期連結累計期間は39百万円の資金の減少）となりました。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、6,623百万円（前第２四

半期連結会計期間末は9,456百万円）となりました。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。

 

（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は4百万円でありました。また、研究開発活動の

状況について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】
種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 222,467,750

計 222,467,750

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 106,142,250 106,142,250

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

単元株式数

1,000株

計 106,142,250 106,142,250 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 106,142,250 － 5,307 － －
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大東建託株式会社 東京都港区港南二丁目16番１号 10,137 9.55

双日株式会社 東京都千代田区内幸町二丁目１番１号 6,189 5.83

東洋不動産株式会社 大阪市中央区南船場四丁目７番23号 4,420 4.16

三信株式会社 東京都新宿区西新宿一丁目６番１号 3,900 3.67

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 3,876 3.65

大末建設株式会社大親会持株会 大阪市中央区久太郎町二丁目５番28号 2,419 2.28

株式会社大京 東京都渋谷区千駄ヶ谷四丁目24番13号 2,398 2.26

山本  良継 大阪府松原市 2,069 1.95

大末建設従業員持株会 大阪市中央区久太郎町二丁目５番28号 1,766 1.66

東洋建設株式会社 大阪市中央区高麗橋四丁目１番１号 1,729 1.63

計 － 38,905 36.65

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    1,426,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  102,241,000 102,241 ―

単元未満株式 普通株式    2,475,250 ― ―

発行済株式総数 106,142,250― ―

総株主の議決権 ― 102,241 ―

（注）「完全議決権株式（その他）」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が18,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数18個が含まれております。
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②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

大末建設株式会社

大阪市中央区久太郎

町二丁目５番28号
1,426,000― 1,426,000 1.34

計 ― 1,426,000― 1,426,000 1.34

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14

号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年

７月１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24

年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期

レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 12,765 6,780

受取手形・完成工事未収入金等 15,349 ※3
 18,197

販売用不動産 1,319 1,319

未成工事支出金 725 381

その他 555 465

貸倒引当金 △321 △261

流動資産合計 30,394 26,883

固定資産

有形固定資産

土地 1,749 1,749

その他（純額） 1,410 1,379

有形固定資産合計 3,159 3,128

無形固定資産 69 64

投資その他の資産

投資有価証券 1,302 1,071

その他 1,571 565

貸倒引当金 △1,032 △72

投資その他の資産合計 1,841 1,564

固定資産合計 5,070 4,757

資産合計 35,465 31,641

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 ※3
 12,235

※3
 11,334

短期借入金 14,468 12,803

未払法人税等 41 30

未成工事受入金 645 509

完成工事補償引当金 161 159

賞与引当金 7 6

工事損失引当金 307 192

その他 1,477 1,157

流動負債合計 29,345 26,194

固定負債

長期借入金 16 33

繰延税金負債 17 28

退職給付引当金 1,793 1,806

環境対策引当金 54 54

その他 21 20

固定負債合計 1,903 1,942

負債合計 31,248 28,137
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,307 5,307

利益剰余金 △1,000 △1,739

自己株式 △115 △116

株主資本合計 4,190 3,451

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 26 52

その他の包括利益累計額合計 26 52

純資産合計 4,217 3,503

負債純資産合計 35,465 31,641
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高

完成工事高 20,006 19,418

不動産事業等売上高 381 401

売上高合計 20,387 19,819

売上原価

完成工事原価 18,923 18,830

不動産事業等売上原価 292 303

売上原価合計 19,215 19,134

売上総利益

完成工事総利益 1,083 588

不動産事業等総利益 88 97

売上総利益合計 1,172 685

販売費及び一般管理費 ※1
 1,341

※1
 1,090

営業損失（△） △169 △404

営業外収益

受取利息 23 16

受取配当金 9 12

還付消費税等 － 45

貸倒引当金戻入額 19 －

その他 37 17

営業外収益合計 88 92

営業外費用

支払利息 133 104

その他 43 48

営業外費用合計 177 153

経常損失（△） △257 △466

特別損失

固定資産除却損 － 2

投資有価証券評価損 － 256

特別損失合計 － 259

税金等調整前四半期純損失（△） △257 △725

法人税、住民税及び事業税 16 17

法人税等調整額 0 △3

法人税等合計 16 13

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △274 △738

四半期純損失（△） △274 △738
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △274 △738

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △73 25

その他の包括利益合計 △73 25

四半期包括利益 △347 △712

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △347 △712
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △257 △725

減価償却費 46 38

退職給付引当金の増減額（△は減少） 107 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14 △1,020

売上債権の増減額（△は増加） △1,090 △1,879

たな卸資産の増減額（△は増加） 345 340

仕入債務の増減額（△は減少） 582 △900

その他 △899 △41

小計 △1,182 △4,174

利息及び配当金の受取額 13 25

利息の支払額 △132 △97

法人税等の支払額 △29 △29

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,330 △4,276

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6 △5

投資有価証券の売却による収入 － 15

貸付金の回収による収入 40 4

定期預金の預入による支出 △1,064 △152

定期預金の払戻による収入 1,064 859

その他 1 32

投資活動によるキャッシュ・フロー 36 753

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △1,682

長期借入れによる収入 66 66

長期借入金の返済による支出 △33 △33

預り担保金の純増減額（△は減少） △49 △105

その他 △23 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △39 △1,755

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,334 △5,277

現金及び現金同等物の期首残高 10,790 11,901

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 9,456

※1
 6,623
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において、当社連結子会社であるＤＡＩＭアメニティ株式会社は、同じく当社連結子会

社であるテクノワークス株式会社を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲より除外しておりま

す。

当第２四半期連結会計期間において、株式会社ＤＡＩＭは清算結了したため、連結の範囲より除外しております。

ただし、清算結了までの損益計算書は連結しております。

 

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

連結会社以外の会社が顧客からの前受金について、信用保証会社から保証を受けており、この前受金保証

について連結会社が信用保証会社に対して保証を行っております。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

和田興産㈱他７社 355百万円 和田興産㈱他８社 790百万円

 

２．受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形割引高 1,668百万円 1,094百万円

 

※３．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 －百万円 154百万円

支払手形 1,451 1,391

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

従業員給料手当 566百万円 425百万円

賞与引当金繰入額 23 1

貸倒引当金繰入額 4 68

退職給付費用 132 66
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金預金  連結貸借対照表計上額 10,318百万円 6,780百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △862 △157

現金及び現金同等物 9,456 6,623

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成24年４月１日  至平成24年９月30日）

当社グループは、建設事業ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △2円62銭 △7円5銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（百万円） △274 △738

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（百万円） △274 △738

普通株式の期中平均株式数（千株） 104,797 104,721

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

コミットメントライン契約の締結

当社は、資金調達の機動性及び安定性を確保し、より一層の財務基盤の強化を図ることを目的として、以下のと

おりコミットメントライン契約を締結いたしました。

①契約先      ：株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

②契約金額    ：100億円

③契約締結日  ：平成24年10月31日

④契約期間    ：平成24年10月31日～平成25年３月29日

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月７日

大末建設株式会社

取締役会  御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柏木    忠    印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 荒井    巌    印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大
末建設株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間（平成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日か
ら平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽
表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備
及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して

実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国

において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて

限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大末建設株式会社及び連結子会社の

平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
（注）１  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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